
の
留
学
先
で
あ
っ
た
米
国
・
ペ
ン
シ
ル

ヴ
ァ
ニ
ア
の
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
も
採
り
入
れ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

洋
館
の
渡
り
廊
下
を
進
む
と
、
書
院

造
り
を
基
調
に
し
た
「
和
館
」
へ
の
入

り
口
。「
明
治
期
の
大
邸
宅
は
洋
館
と

和
館
を
並
べ
て
建
て
る
こ
と
が
多
く
、

和
館
を
生
活
空
間
、
洋
館
を
接
客
空
間

と
し
て
使
い
分
け
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

岩
崎
邸
で
も
迎
賓
館
と
し
て
の
洋
館
に

対
し
、
生
活
の
場
に
は
和
館
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
完
成
当
時
、
和
館
の

建
坪
は
５
５
０
坪
に
も
お
よ
び
、
洋
館

を
遥
か
に
し
の
ぐ
規
模
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
大
広
間
が
残
る
の
み

で
す
。」
と
江
頭
さ
ん
。

　

そ
し
て
、
当
時
は
男
性
し
か
入
れ
な

か
っ
た
と
い
う
撞ど

う
き
ゅ
う
し
つ

球
室
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド

場
）
に
移
動
。
明
治
期
の
日
本
で
は
珍

し
い
ス
イ
ス
の
山
小
屋
風
の
撞
球
室
は
、

驚
く
べ
き
こ
と
に
洋
館
か
ら
地
下
通
路

で
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
。
地
下
通
路

は
通
常
非
公
開
で
す
が
、
毎
月
第
２
木

曜
日
の
午
前
10
時
30
分
か
ら
の
ツ
ア
ー

（
無
料
）
に
参
加
す
れ
ば
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
午
前
11
時
と

午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
る「
無
料
庭

園
ガ
イ
ド
」で
も
、こ
の
地
下
通
路
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
※
２
）。
ガ
イ
ド
さ

ん
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
の
見
学
は
、

よ
り
い
っ
そ
う
当
時
の
様
子
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

異
国
情
緒
漂
う
都
会
の
オ
ア
シ
ス

　

東
京
・
上
野
の
不
忍
池
か
ら
５
分
と

か
か
ら
な
い
場
所
に
、
ひ
っ
そ
り
と
佇

む
都
会
の
オ
ア
シ
ス
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
鹿
鳴
館
の
建
築
家

と
し
て
有
名
な
英
国
人
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
三

菱
財
閥
岩
崎
家
（
※
１
）
の
本
邸
で
す
。

岩
崎
家
の
邸
宅
と
言
え
ば
、
清
澄
庭
園

と
六
義
園
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

　

１
階
に
は
岩
崎
久
彌
の
書
斎
、
客
室
、

大
食
堂
、
２
階
に
は
客
室
や
集
会
室
が

あ
り
、
年
に
１
度
の
岩
崎
家
の
集
ま
り

の
ほ
か
、
外
国
人
や
賓
客
を
招
い
て
の

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

迎
賓
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

建
設
時
は
多
く
の
部
屋
に
金き

ん

唐か
ら

革か
わ

紙し

（
皮
に
型
押
し
や
彩
色
を
施
し
た
「
金

唐
革
」
を
和
紙
で
模
し
た
も
の
）
が
貼

ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
当

時
の
壁
紙
は
失
わ
れ
、
２
階
の
２
部
屋

の
み
金
唐
革
紙
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン・
タ
イ
ル
が
敷

き
詰
め
ら
れ
た
ベ
ラ
ン
ダ
や
、
後
年
増

築
さ
れ
た
サ
ン
ル
ー
ム
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
。
建
物
に
は
、
岩
崎
久
彌

い
ざ
、世
界
有
数
の
邸
宅
内
へ

　

敷
地
に
入
る
と
、
馬
車
廻
し
に
立
つ

シ
ュ
ロ
の
木
と
、
西
洋
木
造
建
築
の
異

国
情
緒
漂
う
組
み
合
わ
せ
が
目
を
引
き

ま
す
。

「
明
治
29
年
に
邸
宅
が
完
成
し
た
当
時

は
、
1
万
５
千
坪
の
敷
地
に
20
棟
以
上

の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ

の
３
分
の
１
の
敷
地
と
な
り
、
広
々
と

し
た
庭
園
と
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
３
棟
の
建
築
物
を
残
す
の
み

で
す
。
そ
の
う
ち
１
棟
が
２
階
建
・
地

下
室
付
き
の
洋
館
で
、
明
治
期
の
上
層

階
級
の
邸
宅
を
代
表
す
る
西
洋
木
造
建

築
と
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
江
頭
さ
ん

が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

見
学
は
、
邸
宅
の
メ
イ
ン
と
な
る
こ

の
「
洋
館
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
建
物
は

17
世
紀
の
英
国
ジ
ャ
コ
ビ
ア
ン
様
式
を

基
調
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や
イ
ス
ラ
ム
風

の
モ
チ
ー
フ
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、

実
に
見
事
。
コ
ン
ド
ル
の
こ
だ
わ
り
が

詰
ま
っ
た
淡
い
色
合
い
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
が
飾
ら
れ
た
玄
関
を
く
ぐ
り
、
靴

を
脱
い
で
、
建
物
の
中
に
入
っ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
旧
岩
崎
邸
庭
園
は
２
０
０
３
年
か

ら
通
年
公
開
を
始
め
た
比
較
的
新
し
い

ス
ポ
ッ
ト
。
今
回
は
、
旧
岩
崎
邸
庭

園
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
長

の
江
頭
朋
子

さ
ん
と
共
に
、

日
本
の
建
築

史
に
残
る
こ

の
洋
館
を
ご

案
内
し
ま
す
。

※１ 岩崎彌太郎（やたろう）の長男、三菱第３代目社長の久彌（ひさや）※２ 撞球室ガイド・無料庭園ガイドは８月中は休止となります

大階段は支柱のない珍しい構造。
手前の柱は細い木を桶のように輪
にして作っている

床の間や襖には、明治を代表する日
本画家・橋本雅邦が下絵を描いたと
伝えられる障壁画も。

貴重な金唐革紙の壁
紙が貼られた客室は、
実にきらびやか

男性用と女性用とに分けら
れた客室。男女で壁紙の色
が異なる 推定樹齢４００年のイチョウ 

入口近くには、推定樹齢４００年のイチョウがそびえ
立つ。１２月初旬の黄葉の季節には、馬車廻しを
黄金色の絨毯が埋め尽くす。幹周はなんと７.４m！

 巨大灯籠 
和洋併置式で造られた庭園で、身長の倍ほどの
灯籠を発見。関東大震災や東京大空襲の際に
は、広大な敷地が避難所として開放され、炊き出
しなども行われた。

 御抹茶席 
和館には、お抹茶セットなどがいただける御抹茶
席も。洋館と撞球室の壁紙を復元した「金唐革
紙のしおり」や、岩崎家が経営する小岩井農場
にちなんだ商品も販売されている。

 旧岩崎邸庭園
時 の 風 が 吹く 庭 園

　　  藤
ふ じ

野
の

政
ま さ

史
ふ み

グローバルライフ株式会社
代表取締役
シニアライフ・コンシェルジュ
シニア世代の皆さまが楽しく、笑
顔で、遊び、学ぶ、集う会「グロー
バルライフクラブ」を運営。

提携施設を募集中

東京に観光名所は数あれど、
あまり知られていない
穴場スポットは数多く存在します。
そんな「都内の名処」を、
シニアライフ・コンシェルジュ
藤野政史がご案内します。
今月は、東京は上野恩賜公園
近くにある「旧岩崎邸庭園」に
出掛けてみましょう。

1
CHAPTER

グローバルライフクラブ

旧岩崎邸庭園
■所在地／東京都台東区池之端１丁目
■最寄駅／東京メトロ千代田線「湯島」より徒歩３分、

東京メトロ銀座線「上野広小路」より徒歩10分、
　都営地下鉄大江戸線「上野御徒町」より徒歩10分、
 JR山手線・京浜東北線「御徒町」より徒歩15分
■開園時間／午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）

※イベントなどで時間延長が行われる場合もあります。

■休園日／年末年始（12月29日～翌年１月１日）
■入園料／一般 400円／ 65歳以上 200円／
 小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料
　※身体障害者手帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉手帳または

　療育手帳持参の方と付添の方は無料
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